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ご
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遊
晋
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自
勁
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審
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健
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卯
訟
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９

血
石
驀
案

分
万
謝
２

７
公

￥
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／
４
６

六
百
堕

韮
「
辱
鹿
屋

霖
星
図
扱

已
3
7
‐
‘

／
一
び
’
４
ラ
ー
薗
毒
ヽ
羽
膳
鋤
曼

ｙ
誰
φ
」
ｙ
ぶ
０
訟
罰
ふ
鴛
回
収

哩
霊
屋
６
砂
高
雅
７
一
旦
片
口
ｚ

（
溥
辿
黄
兎
留
誕
０
禁
応
雷
畜
刄

等
凭
毘
一
〇
芯
閲
担
害
ぢ
‘
官
治
Ｗ

‥
一
が
ぶ
「
緊
密
」
「
ぽ
ほ
古
」
９
で

つ
竪
本
で
Ｈ
し
咎
箭
／
匈
ユ
即
Ｒ

９
可
ふ
季
語
雷
荻
叫
０
池
袋
Ｊ
Ｋ
Ｉ

Ｉ
ぶ
墨
ご
渋
？
守
婬
ｙ
兄
砥

喋
（
馮
ご
剽
回
唇
銑
ぷ
栄
誉
苫
辿

刄
素
で
百
刄
ユ
っ
っ
ぶ
Ｉ
之
ぶ
ダ
ｘ

印
恐
享
（
怒
寅
年
）
限
賢
司
賢

玉
屑
７
賢
ぷ
国
一
〇
路
然
菌
巾

　
　
　
　
　
　
　
　
・
ぶ
ｏ
穴
ｙ
守
回

ヲ
Ｒ
応
毎
思
っ
う
い
酒
公
偕

限
斧
０
賢
耶
国
揃
マ
勝
溜
φ
Ｗ
Ｏ
り
随

Ｏ
Ｗ
Ｙ
国
恥
穴
ご
、
９
っ
マ
０
匹
侑

剽
「
嫂
７
丁
ぶ
．
ぶ
畠
こ
緬
「
弧

迦
互
匯
．
含
晋
匯
０
ぞ
嶮
と
り

叫
０
ダ
ふ
ぶ
だ
ご
Ｇ
苛
雲
ミ
八
岑

匈
習
量
姫
．
９
乙
・
「
西
沢
盾
柵
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回
忌
一
磁
ａ
百
泰
０
借
｛
ｎ
Ｇ

￥
吊
９
ぞ
蒋
冊
コ
扉
０
告
卵
蛮
返

答
西
鵡
宕
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ご
谷
旦
畳
呂
ご

回
蜃
弓
謳
茸
琴
ぶ
で
で

ツ
ｙ
二
一
ぷ
匹
岩
石
統
ブ
曾
／
Σ
ｑ

ぷ
、
ぼ
源
０
耐
屑
叉
手
当
苛
烈
皆

Ｙ
玉
海
路
回
漕
が
○
慰
亨
／
ふ

レ
ふ
｀
〔
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誕
⑦
匹
居
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刮
混
一
聯
矛

Ｍ
ｒ
ｙ
ｊ
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¥
Ｊ
ｊ
ｔ
ｇ
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渡
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1

十
月
八

統
一
し
た
部
隊
は
、
横
須
賀
で
の
闘
い

と
の
結
合
を
も
っ
て
厚
木
基
地
へ
め
戦

闘
的
な
デ
モ
を
貫
徹
し
た
．
大
和
市
内

を
「
自
衛
隊
移
駐
阻
止
」
「
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
イ
艦
載
機
飛
来
・
配
備
阻
止
」
の
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
う
め
つ
く
し
、
基

地
ゲ
ー
ト
前
に
於
い
て
は
一
切
の
弾
圧

を
粉
砕
し
て
闘
い
技
い
た
の
で
あ
る
。

　
厚
木
‐
横
須
賀
旁
貫
い
て
反
革
命
軍

事
鋼
と
対
決
す
る
事
を
意
志
統
一
し
た

部
隊
は
十
日
の
横
須
賀
現
地
に
決
起
す

る
事
冷
確
認
し
て
闘
争
宣
託
だ
。

づ
ク
エ
ふ
母
港
化
阻
止
／

1ﾌﾞ4ﾉ………………:

:

{
a
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ミ
ッ

建
設
さ
れ
、
ま
た

て
い
く
、
と
い
り

ウ
ェ
ー
乃
圈
價
睨

一
一
Ｅ
ｔ
一
一
一
一
｛
｀
｝
一
」

地
に
唯
一
決
起

い

空
挺
の
撫

．
ミ
ッ
ド

ー
つ
の
契

横須賀臨海公園での決起集会

理
化
、
機
能
強
化
が
進
行
し
て
い
る
の
須
賀
母
治
化
な
の
で
あ
・
る
。

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
こ
の
決
定
的
に
重
要
な
状
況
の
中
。

　
そ
し
て
、
米
軍
基
鈎
の
強
化
だ
？
で
わ
が
同
盟
と
蜂
起
ブ
ロ
独
派
に
結
集
す

な
く
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
共
同
作
鴨

ご

る
革
命
的
労
働
者
ふ
否
は
十
月
十
四

動
の
強
化
も
、
四
次
防
を
通
じ
た
自
衛
‐
。
日
、
唯
一
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
阻
止

隊
の
飛
躍
的
強
化
を
伴
っ
て
、
着
々
と
・
の
闘
い
に
決
起
し
て
い
っ
た
。

進
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
当
日
は
午
後
一
時
よ
り
横
須
賀
の
臨

　
米
帝
と
日
帝
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
共

一
服
公
園
で
集
会
が
閲
か
れ
て
い
っ
た
。

同
軍
事
行
動
の
強
化
こ
そ
は
ヽ
ぺ
げ
こ
　
ま
ず
司
会
の
刀
か
ら
ヽ
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ム
人
民
を
先
頭
と
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
の
Ｆ
・
の
横
須
贅
言
化
と
い
う
帝
国
主
義

民
族
讐
や
革
命
戦
争
に
対
す
る
反

万

考
の
攻
撃
に
対
し
て
、
そ
の
凪
革
命
的

命
の
飛
躍
的
強
化
を
目
指
し
た
も
の
な

一
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
革
命
的
労
働

の
で
あ
り
、
現
代
過
渡
期
世
界
に
お
け
者
、
学
生
の
任
務
は
こ
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

る
帝
国
史
論
宏
一
回
命
宜
昌

に

宏
治
化
゛
佐
ぷ
・
淳
ぶ
芒

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
Ｉ
く
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
闘
い
の
中
で

　
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
全
面
撤
退
、
八
月
一
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
の
内
実
に
貫

十
五
日
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
贈
撃
中
止
以
降
石
れ
た
瓦
奇
的
連
帯
を
、
．
ペ
ト
ナ
ム
ー

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
軍
事
的
政
治
的

マ

ン
ド
シ
ナ
人
民
と
豆
ち
取
づ
て
心
く
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後
退
、
そ
し
て
今
ま
た
タ
イ
の
学
年
一
に

よ
る
タ
ノ
ム
政
権
打
倒
に
伴
う
米
軍
語

鈎
の
不
安
定
化
等
と
、
こ
の
間
ジ
リ
ジ

リ
と
後
退
し
て
い
る
米
帝
に
と
っ
て
、

最
後
に
残
さ
れ
て
い
る
０
は
日
帝
と
の

共
同
反
革
命
の
強
化
な
の
で
あ
り
、
こ

の
共
同
軍
事
体
制
の
確
立
を
も
っ
て
ア

ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
の
革
命
的

の
み
な
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
日
米
共
同
反
革
命
の
「
桝

桐
強
化
の
桐
が
沖
縄
の
⊇
漫
」
で
あ

り
、
ミ
タ
ド
ウ
ェ
ー
ー
第
七
艦
隊
の
植

齢
彫
引
副
い
口
口
引

-

こ
と
で
あ
る
と
の
提
起
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
続
い
て
全
国
労
共
闘
の
岩

井
氏
か
⑤
に
立
ち
、
社
共
人
畏
敬
線

派
が
労
働
朧
鍋
の
中
で
主
蜃
百
め
て

い
る
と
い
う
否
定
的
状
況
の
中
、
労
共

闘
は
彼
ら
の
組
合
主
義
的
、
経
済
主
義

的
闘
い
に
対
し
て
、
全
人
民
的
政
治
闘

争
の
創
出
を
革
命
的
労
働
運
動
の
圧
倒

日
米
共
同
反
革
命
の
Ｊ
Ｔ
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
の
横
須
奮
登
頂
ご
’
Ｊ
＆
て
そ
の
成

果
を
も
っ
て
断
固
阻
止
し
抜
い
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ヽ
ミ
ッ
‘

ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
阻
牛
ｆ
…
７
1
4
の
闘
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一
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こ
の
反
革
命
的
策
動
を
激
し
く
糾
弾
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
十
月
五
日

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
入
港
当
時
の
横
須
賀
市

・
官
憲
の
策
動
を
弾
劾
し
た
。
そ
し
て

「
一
〇
・
一
回
闘
争
こ
そ
は
九
三
五

実
委
の
成
果
を
全
面
的
に
踏
え
た
も
の

で
あ
り
、
革
命
的
闘
い
と
し
て
あ
る
の

で
あ
る
。
杜
共
の
人
民
戦
線
派
か
『
国

民
の
い
の
ち
と
暮
し
を
ま
も
る
』
も
の

と
し
て
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
母
港
化
阻
止

の
闘
い
冷
温
一
会
主
義
的
に
歪
曲
し
、
小

プ
ル
反
戦
闘
争
を
展
閲
せ
ん
と
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
彼
・
ら
の
犯
罪
性
を
全

人
民
の
前
に
阿
き
出
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
革
命
的
反
戦
闘

争
の
大
胆
な
実
況
を
も
っ
て
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
横
須
買
繕
化
を
実
力
阻
止
し

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
と
の
革

命
的
連
帯
を
克
ち
取
っ
て
い
か
ね
ぱ
な

ら
な
い
」
と
明
確
な
§
勉
が
な
さ
れ

た
。
ｊ

　
村
中
同
志
の
酉
偏
最
後
に
、
一
〇

こ
四
闘
争
に
決
起
し
た
一
五
〇
名
の

先
進
的
労
儒
者
、
学
生
は
集
会
を
終
え

デ
モ
に
出
発
し
て
い
っ
芯

　
隊
列
を
固
く
整
え
た
赤
ヘ
ル
部
隊

は
、
反
革
命
の
先
兵
＝
機
動
隊
の
弾
圧

を
も
の
と
も
せ
ず
に
、
果
敢
な
デ
モ
行

進
を
行
い
、
米
海
軍
横
須
賀
基
釦
の
前

で
礦
多
数
の
臣
民
の
見
守
る
中
で
ジ

グ
ザ
グ
デ
モ
を
強
行
し
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
母
港
化
阻
比
の
決
意
を
は
２
や
と

潜
号
、
横
須
賀
雨
戸
と
の
巡
帝
宣

ち
取
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
全
国
の
固
守
友
人
諸
君
／
睨
旗

購
読
者
の
皆
さ
ん
／
ヽ

　
政
府
交
感
服
は
、
何
と
か
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
を
横
須
賀
に
入
港
さ
せ
る
こ
と

は
出
来
た
が
、
わ
が
同
盟
を
中
心
と
す

る
反
故
闘
争
の
余
り
・
の
昂
揚
に
驚
愕
し

あ
わ
て
ふ
迦
め
き
、
一
〇
こ
一
一
の
国

際
反
戦
デ
ー
の
前
に
米
軍
に
対
し
て
ミ

ッ
ｙ
ウ
エ
ー
の
横
須
賀
出
港
を
求
め
右

と
い
う
よ
う
な
茶
番
を
演
じ
て
い
る
。

’
だ
が
し
か
し
、
労
働
者
人
民
の
怒
り

g
‘
a
K
4
J
9
9
4
'
t
'
‐
‘
‐
"
X
J
J
1
1
"
'
i

u

Q

う
な
策
匈
も
、
わ
れ
わ
れ
革
命
脈
の
前

に
は
全
く
無
駄
な
努
力
な
の
だ
。
わ
れ

っ
よ
ｉ
弓
む
５
デ
ｃ
ミ
ッ
ド
り
／
エ
ー

第
三
次
強
制
収
附
阻
止
・
鉄
塔
死
守
ぺ

三
里
塚
政
治
集
会
開
か
る

　
1
0
月
５
日
、
三
里
塚
穴
政
治
集
会
が

日
比
谷
公
会
堂
に
四
〇
〇
〇
名
の
労
働

者
、
学
生
、
農
民
、
市
民
を
結
集
し
て

て
開
催
さ
れ
た
。

　
公
回
、
官
憲
の
数
度
に
わ
た
る
開
港

策
動
に
対
し
、
反
対
同
腹
、
青
行
政
を

中
軸
に
し
た
革
命
的
労
無
学
の
実
力
に

よ
っ
て
阻
止
し
て
き
た
成
果
を
踏
え
、

更
に
開
港
阻
止
の
決
意
を
う
ち
固
め
、

戦
線
を
強
化
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た

こ
の
集
会
に
は
、
三
里
塚
の
闘
い
を
支

援
し
、
支
持
す
る
多
数
の
労
癩
者
、
農

民
、
学
生
か
結
集
し
、
交
字
通
り
熱
気

に
あ
ふ
れ
る
中
で
克
ち
取
ら
れ
て
い
っ

た
。

　
集
会
は
六
時
過
ぎ
よ
り
始
ま
り
、
三

名
の
司
会
の
紹
介
の
の
ち
、
石
井
武
氏

よ
り
Ｉ
－
反
対
同
盟
の
団
結
は
益
々
強
固

に
な
っ
て
い
こ
と
の
閲
会
宣
言
が
な

さ
れ
芯
そ
し
て
続
い
て
反
討
匪
闘
の

願
利
欲
副
委
員
が
発
言
に
立
ち
、
’

田
謳
闘
争
は
政
治
闘
争
で
あ
り
、

露台

闘
争
で
あ
る
。
反
対
同
盟
は
健
在
で
あ

り
、
今
後
更
に
即
納
を
固
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
表
明
が
な
さ

れ
、
三
日
椎
闘
争
に
対
宵
包
交
接
の
。
勁

歌
聡
苔
れ
て
い
っ
た
。

　
約
い
て
反
対
同
盟
の
北
沢
祭
尿
務

局
長
か
ら
薗
蜀
舌
が
な
さ
れ
た
。

　
北
原
・
億
屁
亘
は
、
当
日
横
須
賀
に

お
け
る
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
港
化
阻
止
の

闘
い
に
三
里
親
の
晨
民
も
注
目
し
て
い

る
と
］
削
附
き
し
た
後
、
三
恵
振
空
港
の

開
港
を
阻
止
し
て
き
た
の
は
三
里
尿
、

芝
山
の
農
民
と
日
本
の
労
働
者
人
民
の

認
諾
マ
謬
性
漢
誘
彊

三
里
徽
周
辺
の
住
民
の
闘
い
と
の
連
帯

竺
屑
深
め
、
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岩
山
犬
鉄
柵
の
防
衛
体
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・
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日
比
谷
公
会
堂
に
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